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解答　総合問題

1　　 
⇒ 　目の出方の場合の数は全部で36通りあり，そのど

れが起こることも同様に確からしい。このうち， 

点Ｐがおうぎ形ＯＡＢの内部または周上にある場合の

数は，次の15通りである。

 (1，1)，(1，2)，(1，3)，(1，4)，

 (2，1)，(2，2)，(2，3)，(2，4)，

 (3，1)，(3，2)，(3，3)，(3，4)，

 (4，1)，(4，2)，(4，3)

したがって，求める確率は　 ＝　 

2（例）

⇒ 　三平方の定理，すなわち，「直角三角形の直角をは

さむ２辺の長さをそれぞれ１辺とする正方形の面積

の和は，斜辺を１辺とする正方形の面積の和に等し

い」ことを利用して，次の①～④の手順で作図する。

① 　右の図で，ＢＣ 

の垂直二等分線を 

ひき，ＢＣの中点を 

Ｍとする。

② 　点Ｍを中心に， 

ＭＢを半径とする 

半円をかく。

③ 　点Ｂを中心に 

ＢＤを半径とする円をかき，②の半円との交点を

Ａとする。このとき，∠ＢＡＣ＝90°となる。

④　辺ＡＣを１辺とする正方形をかく。

3⑴　a＝1

⑵　y＝x＋6

⑶　〈証明〉

（△ＭＰＣと△ＭＱＯにおいて，）

点Ｃは(0，6)，点Ｍは(0，3)の点だから，

 ＭＣ＝ＭＯ　 ……①

対頂角は等しいので，

 ∠ＣＭＰ＝∠ＯＭＱ　 ……②

また，直線ＢＣと直線ＯＡは平行だから，錯角は
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等しいので，

 ∠ＰＣＭ＝∠ＱＯＭ　 ……③

　①，②，③より，１組の辺とその両端の角がそれ

ぞれ等しいので，

 （　　△ＭＰＣ≡△ＭＱＯ　　）

⑷　（例）

　直線ＭＤと②のグラフとの交点をＲとすると，⑶

より，△ＭＤＣ≡△ＭＲＯとなり，△ＭＤＣ＝△ＭＲＯ

　また，四角形ＯＡＤＣ＝四角形ＯＡＤＭ＋△ＭＤＣ

 △ＡＤＲ＝四角形ＯＡＤＭ＋△ＭＲＯ

　したがって，四角形ＯＡＤＣ＝△ＡＤＲとなる。

　よって，直線ＭＤと②のグラフとの交点の座標を

求めればよい。

　点Ｄは，直線ＢＤと①のグラフとの交点だから，

二次方程式 x ＋6＝　 x2より，x＝－3，x＝6であり，

点Ｄの x座標は正の数だから，Ｄ(6，12)

　直線ＭＤは，２点(0，3)，(6，12)を通るから， 

y＝　 x＋3と表せる。

　したがって，直線ＭＤと②のグラフとの交点の 

x座標は，方程式　 x＋3＝xより，x＝－6

　よって，求める点Ｒの座標は，(－6，－6)

⇒ ⑵ 　求める直線の式は，傾きが１だから，y＝x＋b

と表すことができる。この直線は点Ｂ(－3，3)を

通るから，3＝－3＋b　　b＝6

　したがって，y＝x＋6

⑶ 　直線ＢＣと②のグラフは平行であることに着目

する。

⑷ 　⑶で，点Ｐが点Ｄ

に一致する場合を考

えると，⑶の結果か

ら，そのときの点Ｑ

が点Ｒとなる。つま

り，直線ＭＤと②の

グラフの交点が点Ｒ

になる。

4⑴　７秒後

⑵①　y＝x2

②　右の図

⑶　y＝16
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⑷　三角すいＰ－ＡＢＤの体積は，

	 　 ×　 ×3×4×(14－2 x)＝28－4 x (cm3 )

　三角すいＰ－ＥＦＱの体積 yは， 

 0≦x≦4のとき y ＝x2 (cm3 )，

 4≦x≦7のとき y＝4 x (cm3 )

であるから，

(ア)　0≦x≦4のとき，

 　　x2＝28－4 x　　x2＋4 x－28＝0

 　解の公式より，

 x＝　　　　　  ＝－2±4 2

 0≦x≦4より，x＝－2＋4 2

(イ)　4≦x≦7のとき，

  4 x＝28－4 x　　8 x＝28　　x＝　 
 4≦x≦7より不適

 答　－2＋4 2  （秒後）

⇒⑵ ①　y＝　 ×(　 ×3×x)×2 xから，y＝x2

②　0≦x≦4のとき，

 ①から，y＝x2

 4≦x≦7のとき，

 y＝　 ×(　 ×3×4)×2 xから，y＝4 x

⑶ 　ＡＰ＋ＰＧの長さが最も

短くなるのは，右の展開図

で，点Ｐが長方形ＡＥＧＣの

対角線ＡＧとＢＦの交点に

ある場合である。△ＡＥＧ

で，ＡＥ：ＰＦ＝ＥＧ：ＦＧ

から，

 14：ＰＦ＝7：4　　ＰＦ＝8

　よって，x＝8÷2＝4

　したがって，y＝42＝16

5⑴　（例）

⑵　(　 π－2 3 ) cm2

⇒⑴ 　点Ａからの距離が２点Ａ，Ｐ間の距離と等しい

円Ｏの周上の点を見つける。その点と点Ｐを結ん

だ線分の垂直二等分線が折り目になる。

⑵ 　線分ＡＣを折り目として折り返した弧の半径は

円Ｏの半径と同じ２cmだから，その中心は次の

図のような正三角形Ｏ′ＰＡの頂点Ｏ′と一致する。
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　おうぎ形Ｏ′ＰＡの

面積は，

 　π×22×　　
	 　＝　π
　△Ｏ′ＰＡは１辺が

2 cmの正三角形だか

ら，その面積は，

	 　　×22＝ 3

　したがって，求める図形の面積は，

 (　π－ 3 )×2＝　π－2 3

6⑴　〈証明〉

△ＡＥＤと△ＢＦＡにおいて，

四角形ＡＢＣＤは正方形だから，

 ∠ＤＡＥ＝∠ＡＢＦ＝90°　 ……①

仮定より，

 ＡＤ＝ＢＡ＝6 cm　 ……②

 ＡＥ＝ＢＦ＝x cm　 ……③

　①，②，③より，２組の辺とその間の角がそれぞ

れ等しいので，△ＡＥＤ≡△ＢＦＡ

　対応する角だから，∠ＡＥＤ＝∠ＢＦＡ

⑵　ＡＦ2＝x2＋36

△ＡＥＰ：△ＡＦＢ＝x2：(x2＋36)

⑶①　　 cm2

②　x＝12－6 3

⇒⑵　△ＡＥＰ∽△ＡＦＢで，面積の比はＡＥ2：ＡＦ2

⑶ ① 　△ＡＢＱ，△ＢＣＲ，△ＣＤＳ，△ＤＡＰはすべて

合同で面積が等しいから，△ＡＢＱの面積の４倍

が正方形ＡＢＣＤの面積の半分と等しくなる。

　　　したがって，

 △ＡＢＱ×4＝(6×6)×　 

 △ＡＢＱ＝　 

②　△ＡＥＰ∽△ＡＢＱだから，

 △ＡＥＰ：△ＡＢＱ＝x2：62

 △ＡＥＰ：　 ＝x2：62

 △ＡＥＰ＝　 

　 　したがって，△ＢＦＱと△ＡＥＰは合同で面積

が等しいから，

 △ＡＢＱ＝△ＡＦＢ－△ＢＦＱ

 △ＡＢＱ＝△ＡＦＢ－△ＡＥＰ

 　 ＝　 ×x×6－　 

　　これを解くと，x＝12±6 3  

　　0＜x＜6から，x＝12－6 3  
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